
 

 

ＮＰＯ未利用資源事業化研究会会員限定版 

 

未利研メルマガ 

第２５号 

“２１世紀はミネラルの時代” 

 

最近、ビタミンやホルモン、酵素を正常に機能させるのがミネラルであるというこ

とが認識されるようになりました。これまでは、体内に存在するミネラルの多くが極

めて微量なために測定が困難でしたが、技術が進歩するとともにミネラルに関する有

益な事実が次々と発表され、21世紀はミネラルの時代といわれています。 

今回、海洋ミネラルの研究におけるリーディングカンパニーである㈱海洋化学を訪

問し、江副碧社長から貴重なお話を伺うことができました。 碧（みどり）社長は、

リクルート創業者である江副浩正様の奥様で、既に傘寿を迎えられた今も現役でご自

身の会社を経営されておられます。 

以下に㈱海洋化学の紹介と碧社長が季刊誌「生涯現役(創刊号)」に寄稿されました

「モンゴル視察記（広大なＭＣＭ大豆畑）」の転載/抜粋の許可が得られましたので、

紹介させていただきます。なお写真タイトルは当ＮＰＯ編集委員会で作成しています。 

 

【Ⅰ】株式会社海洋化学  （https://mcm-mineral.jp/company/） 

代表取締役 江副 碧 

創業 １９９７年 

設立 ２０１５年７月（社名変更） 

所在地 【本社】東京都港区南麻布３－１１－５   

 

国際的な学会での発表を皮切りに、その研究成果が世界で認められている海洋ミネ

ラルの研究におけるリーディングカンパニーです。 

株式会社海洋化学は、人間の体液（血液）組成と酷似したミネラルバランスの海洋

ミネラル結晶（ＭＣＭ＝マリーナ・クリスタル・ミネラルズ）を海水から生成するこ

とに成功し、その有効性を様々な分野で実証してきました。 

またＭＣＭは、天然由来でありながら理想的なミネラルバランスを維持しており、

体内への吸収性に優れているだけでなく、排出性も良く、安心安全なミネラルとして

https://mcm-mineral.jp/company/


広く活用されています。近年では、健康分野だけでなく、農業や畜産、水産業など、

幅広い分野でＭＣＭが利用されています。食品や飲料にも使用されるようになり、食

生活の変化によるミネラル不足解消に役立っています。ＭＣＭの用途展開はまだまだ

可能性があり、有用な未利用資源としても位置付けることができると思います。 

 

【２】モンゴルの農場訪問報告（㈱海洋化学 代表取締役 江副 碧） 

モンゴル視察  広大な MCM大豆畑 

  ２０１６年の晩秋に、小椋武・理学博士にモンゴルの医療関係者からお招きがあり

ました。ＭＣＭ栽培の農産物の視察と指導、そしてモンゴル人の健康についての講演

の依頼でした。小椋先生が研究実験の予定でどうしても日本を離れることができない

ので、私が先生の名代としてモンゴルに行ってきました。 

 

 
モンゴルの広大な丘陵地 

 

 
大豆畑と江副 碧 氏 



往復千キロ先のＭＣＭ栽培の大豆畑を視察 

到着した翌日の早朝７時に出発して、ＭＣＭで大豆を栽培している畑を視察に行く

のですが、その畑はウランバートル市内から５００キロ先とのこと。車で往復１６時

間の旅でした。モンゴルは日本の４．５倍の国土に人口は３００万人で、そのうち１

５０万人がウランバートルに住んでいます。 

  ウランバートルから西に進むと、なだらかな丘陵地に羊や山羊の群れのほか牛や馬、

たまに小豚やラクダもみられました。自然に生えている草を家畜たちが仲良く共有し

てゆっくりと食べている姿は愛らしくて心が癒されます。 

  ２０頭ほどの羊が右の丘陵地から左の丘に移動する時に、高速道路を横切るので、

全頭の移動が終わるまで車は前に進めず、車窓から見守っていたこともありました。

時の流れがなんともやさしく牧歌的で、見ているだけでも幸せに感じるのでした。 

  モンゴルの高速道路は１車線で、しかも道はがたがたなので、左右にも上下にも揺

れる車の中で眠るどころではありません。移動中は見るもの聞くものみんな珍しく、

運転をしているトムさんや、長く駐在しているＡさんに質問しては説明を受けたり、

笑ったりしながら次の休憩所に着くのです。 

  ３００キロほど走ったところでやっと休憩。モンゴル独特の甘いお茶と肉うどんの

煮込みを頂きました。日本での濃い味の鍋うどんみたいでした。モンゴルのごちそう

の三点セットは、この肉うどんと、小籠包のような食材と、肉か野菜を詰めた大きな

餃子を揚げた料理です。モンゴルで味わうとどれも美味しく思えました。モンゴルで

は朝昼晩と肉料理です。がっちりした体格の男性が多いのは、お肉のおかげでしょう

か。 

  出発してから７時間でＭＣＭ栽培の畑に着きました。見渡すかぎり牧草地が広がっ

ています。大豆は大切なたんぱく源です。１本の茎に７～９個のさやがつき、１つの

さやには２粒の大豆が普通なのですが、大豆畑にＭＣＭを散布すると、さやには平均

３粒。しかも大粒。さらに１本の茎に３０前後のさやが実るそうです。モンゴルの人

達の食料にＭＣＭが大きく貢献ができるのは嬉しいかぎりです。 

 

 

３粒の大豆がついたさや 



  大豆の収穫は終わっていました。畑の中には低い寸法の枝豆が多少残っています。

しかし何よりも驚いたことに、私の腰ぐらいまで実の付いた雑草が覆い茂っているの

です。農業担当者は言いました。「ＭＣＭを散布したおかげで、枝豆が数倍にも豊か

に実った。しかし短かった雑草がこんなに伸び放題に茂ってくる」。私は、日本では

焼き畑農業があるので、このエリアの雑草を焼いたらどうかと話しました。いや、次

はもっと先の、雑草が生えていない所で耕作しようとのこと。環境によってやり方や

考え方が違うものね、とつくづく勉強になりました。 

 

人材育成留学やＭＣＭミネラル栽培の貢献 

ホテルに戻ったのは夜の１１時近く。今日ひとりで１６時間も運転して、食事の手

配を行い、さまざまな事に打合せと対処をし、私達の世話をしてくださったトムさん

はモンゴルの国費留学生として、東大の大学院を卒業されていました。 

  医者や専門家が集まった翌日のセミナーで、パワーポイントも使って小椋先生のス

ピーチを代読してから、私はＭＣＭと人の関係について、さらにＭＣＭの農業と畜産

への貢献についてなど、私なりに語ってから、質疑応答をこなしました。このセミナ

ーで私の通訳をしてくださったアギーさんも、同じく日本へのモンゴル国費留学生と

して東京電気通信大学を卒業し、東京電力と電通に嘱望され、電通で４年間働いてい

たそうです。２人とも明るくて、とても誠実で臨機応変に対応ができ、実に有望な若

者だと感じ入りました。 

  モンゴルは中国とロシアに国境が接しています。かつてモスクワ大学への留学生だ

ったというソーダムさんの会社に行きました。モンゴルのビタフィットという飲料水

の会社の社長です。モンゴル人の平均寿命は６０歳。彼は真剣にモンゴル人の健康を

考えておられました。 

  

 

モンゴルでお世話になった方々（中央：江副碧氏） 

 



最初の日に５００キロ先にある枝豆を作付けした農地を視察に行く途中、刈り取ら

れた菜の花畑があちこちにみられました。中国からの注文で菜種油を生産しているそ

うです。しかし困るのは菜の花の生育のために農薬が大量に使われ、土壌の汚染が広

がっていると話されていました。この広大な丘陵地が農薬の被害を受けるなんて、あ

ってはならないと義憤を感じるのでした。 

  広大な丘陵地には羊や山羊、牛や馬、らくだなどが放牧されていて、のどかな姿に

は心が癒されます。山羊は草の根っこまで食べ尽くしてしまうので、砂漠化が深刻だ

そうです。それでは「山羊の頭数を減らして、葉っぱしか食べない羊を多くすれば」

と言ってみました。「山羊のお腹の毛はカシミアなので、中国からほとんど独占的に

買い付けられているから、山羊を減らすことはできない」といわれました。 

  ＯＤＡを含め、留学による人材育成やＭＣＭの無農薬ミネラル栽培など、さまざま

な交流を長きにわたって継続していくことで、人々を健康にする食材の供給や健全で

信頼しあえる国際関係が築かれていく実情を、私は実感してきました。 

以上 

 

お知らせ 

◎共催行事 

木村理事長が委員長を務めてられる“繊維リサイクル技術研究会”の第１３６回情

報交換会が下記の通リオンラインで開催されます。 

テーマ的に未利用資源と関係があると思いますので当ＮＰＯも共催しています。 

故繊維業界や古着リサイクル業者がどのような状況に置かれているかの一例を大

手故繊維企業のナカノ㈱様と多くのアパレル小売店頭で古着を回収してリサイクル

を行っている㈱アイコレクトジャパン様からお聞きします。 

----------------------------------------------------- 

第１３６回情報交換会 

～コロナ禍における故繊維、古着リサイクル業界の今～ 

日時：２０２０年１１月２５日(水)１４-１７時頃 

場所：オンライン開催（Teams：参加者に招待状送付） 

(主催：日本繊維機械学会・繊維リサイクル技術研究会) 

https://tmsj.or.jp/wp/wp-content/uploads/2020/10/136.pdf 

---------------------------------------------------- 

興味がありましたら、ぜひご参加ください。１１月２０日（金）までに田村宛

( E-mail:tetsuji_tamura@miriyoshigen.jp)、ご連絡いただけると幸いです。 

 

次回発行予定 

２０２０年１２月 

主な内容：次回情報交換会について/未利研会員様・会員企業様の取り組み現場から

/etc 



編集後記 

 

新型コロナウイルスによる感染拡大は、まだまだ予断を許さない状況が続きますが、

新型コロナウイルスによってもたらされた「災い」についても、働き方や暮らし方を

うまく変えて幸せに転じるよう心がけ、時が経ったときに、コロナ禍がきっかけでよ

いこともあったと思えるように、日々を過ごしていきたいものです。 

ぜひ、今後とも未利研メルマガをご愛読ください。 

内容についてのご意見、希望する話題・内容、および配信停止・解除の連絡は下記、

田村までメールして頂ければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断転載禁止 
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NPO法人未利用資源事業化研究会 メルマガ編集委員長 

田村 哲志 tetsuji_tamura@miriyoshigen.jp 

〒602-0898京都市上京区今出川通烏丸東入上る相国寺門前町 636 

TEL/ FAX：075-252-5501 

https://miriyoshigen.wixsite.com/miriyoshigen 
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